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狂犬病予防注射
..，咽~1n:1Ii予勧酬と J加盟舗をつ蜘岨

で行いH.犬金闘q てtる人"・寄りの会場へつれて
aて(I!:!!I、.………NVt:I>fJいと征
畑乎脚晴・e叫す柚岨叫a険制u剛
予防叫2肌問問す徴山内酬
S酬が岬甘.犬の同口酎し叫句とつ"

"慣れた州連れて倉てく町川'.itl，.!lft，肉滑
に11~'た臥闘をt.'こ穫した財調情.. 匹項..'たも
の)時の己e..，.t，:1<'tc岬 ιて〈町い(僻
困問糊1Ii><t.tlli'"nでも酬です，.
個主明氏名制の酬献の生毎月"'わか

;，.<¥…I…らの年齢⑥叩岬

穐 〈大中村酬とF時打メス
珊帆.げられ''''11削醐舗で注射暗l夕
刊問.輔副所明して(I!:!!".t釜山
時同町どの聞IJ..健闘(岡 山
-ノ・"

"・"“
‘/・.

‘A調 五六'"・H

-ノ醐

'"欄

"醐
，"倒

4叩

，~，欄

"醐

り-

8 


	第11回奈良学セミナー　テーマは「古代人のくらし」
	平城西公民館　実年者学級・硬式テニス教室　伏見公民館　婦人学級
	3月市議会　新年度予算の市長提案説明（要旨）から
	市全体予算は千六百三十三億九千八十万円
	豊かな人間性と市民文化を育む社会をめざし
	うるおいのある快適で安全な社会をめざして
	やすらぎと生きがいのある社会をめざして
	人権が尊重されるふれあいのある社会をめざして
	活力と魅力ある地域経済を培う社会をめざして
	「地球にやさしい！リサイクル」ビデオの貸出
	心身障害者・児福祉のしおりをテープ・点字版で配布
	老人保健法一部負担額の変更
	善意銀行
	催し・教室
	転入したときはミニバイク・軽自動車等の変更手続きを
	スポーツ
	4月　移動図書館巡回日程
	健康
	狂犬病予防注射
	小児マヒ予防に生ワクチン服用

